
調布市制30周年記念

伝統 を承けつぐ調布の文化――
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懐
う
こ
と
夢
の
ご
と
く
に

文
化
祭
が
始
ま
っ
て
三
〇
年
と
い
う

歳
月
を
知
ら
さ
れ
て
、

今
更
な
が
ら
び

っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

調
布
駅
前
に
公
民
館
が
建
設
さ
れ
る

と
い
う
こ
ろ
、

私
の
主
宰
す
る
調
布
市

青
少
年
剣
友
会

（当
初
は
町
）
と
い
う

剣
道
団
体
が
三
多
摩
地
区
で
大
活
躍

（隣
接
三
鷹
市
大
会
な
ど
数
地
区
で

「強
過
ぎ
る
」
と
い
う
理
由
で
出
場
参

加
を
拒
否
さ
れ
た
り
）
し
、

東
京
都
優

良
団
体
と
し
て
都
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
、

大
会
も
常
勝
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
し

た
。

当
然
、

公
民
館
内
で
の
練
習
を
心

待
ち
に
市
内
常
性
寺
境
内
で
毎
夕
練
習

を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
。

公
民
館
落
成

と
同
時
に
使
用
申
請
を
し
ま
し
た
が
、

施
設
破
損
の
恐
れ
あ
り
と
簡
単
に
不
許

可
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
な
ら
ば
と
玄

関
前
広
場
を
数
か
月
間
利
用
し
た
も
の

で
す
。

二
月
の
寒
い
夕
方
、

足
袋
や
靴
・

素
足
も
混
じ

っ
て
の
練
習
中
、

故
人
と

な
ら
れ
た
吉
田
売
教
育
長
の
目
に
運
よ

く
と
ま
り
、

そ
の
日
か
ら
週

一
回
ホ
ー

ル
を
即
時
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

調
布
三
曲
協
会

内

野

剣

山

し
た
。

　
Ｔ
事
が
万
事
の
時
代
で
し
た
。

数
年
後
私
自
身
の
成
人
式
を
機
に
有

志
数
名
を
得
て
、
「調
布
市
三
曲
音
楽

協
会
」
（現
調
布
三
曲
協
会
）
結
成

の

た
め
、

市
内
の
三
曲
教
授
家
を

一
人

一

人
訪
れ
説
得
し
賛
同
を
得
て
、

よ
う
や

く
創
立
第

一
回
記
念
演
奏
会
を
昭
和
三

＋
八
年
六
月
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

幸
運
な
こ
と
に
私
の
恩
師
、

故
磯
野
茶
山
初
代
会
長

（
二
〇
年
間
在

位
）
が
日
本
三
曲
協
会
役
員
と
い
う
立

場
と
三
曲
界
に
名
実
共
に
立
派
な
方
で

あ

っ
た
お
陰
で
、

諸
事
円
満
に
運
営
す

る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
が
今
日
の
発
展

に
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
二
〇
周

年
を
機
に

「調
布
三
曲
協
会
」
と
改
称

し
、

木
藤
き
み
子
現
会
長
を
中
心
に
、

優
秀
な
教
授
陣
が

一
丸
と
な
っ
て
市
内

各
地
で
、

三
曲
音
楽
普
及
の
た
め
に
熱

心
に
指
導
を
続
け
て
い
ま
す
。

創
立
後
間
も
な
く
の
こ
と
、

調
布
市

文
化
会
の
某
氏
か
ら
入
会
を
進
め
ら
れ
、

私
は
初
め
て
会
合
に
出
席
し
、

入
室
と

同
時
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
年
）

市
民
の
文
化
愛
好
の
熱
意
は
、

や
が
て
、

染
色
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「皐
月
△
ご

が
会
員
八
名
に
よ

っ
て
発
足
し
た
。　

一
方
、

青
少
年
に
よ
る

「吹
奏
楽
団
」

が

一
二
名
の
参
加
で
設
立
さ
れ
た
。

回
り
持
ち
の
小
学
校
の
文
化
祭
も
、

学
校
の
都
合
も
あ

っ
て
会
場
確
保
が
困

難
に
な
り
、

京
工
閣
の
事
務
所
を
会
場
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
ま
想
え

ば
非
槍
な
感
じ
さ
え
覚
え
る
も
の
だ

っ
た
。

昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六

一
年
）

待
望
の
公
民
館
が
完
成
し
た
。

期
待
の
達
成
で
回
り
持
ち
の
小
学
校
な
ど
の

会
場
も
今
後
は
公
民
館
で
の
文
化
祭
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

公
民
館
の
使
用

は
、

文
化
団
体
だ
け
で
な
く
他
団
体
も
同
じ
だ

っ
た
。

せ
っ
か
く
、

陳
列
を
終
え
て
翌
朝
、

会
場

へ
行
く
と
、

絵
を
展
示
し
た
壁
面

の
下
に
、

読
菜
品
評
会
の
大
根
や
人
参
が
並
べ
ら
れ
、

い
と
も
珍
妙
な
風
景

も
展
開
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

笑
え
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
年
、

新
た
に
盆
栽
の
展
覧
が
あ

っ
た
。

ま
た
、

文
化

へ
の
熱
意
は
、

春
は
文
化
協
会
展
、

秋
の
文
化
祭
と
年
二
回
の

展
覧
会

へ
と
次
第
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
年
）

こ
の
年
、

三
〇
年
代
に
全
国
に
猛
威
を
ふ
る

っ
た
小
児
マ
ヒ
に
、

子
ど
も
を

守
る
立
場
か
ら
、

約
五
〇
名
の
母
親
に
よ

っ
て

「新
婦
人
の
会
」
が
結
成
さ

れ
た
。
ま
た
、

調
布
市
内
の
囲
碁
愛
好
者
に
よ

っ
て

「調
布
ア
マ
チ

ュ
ア
囲

碁
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
、

市
民
囲
碁
大
会

へ
の
基
盤
を
作

っ
た
。

文
化
祭
は
第
人
回
を
迎
え
、

十

一
月

一
日
―
四
日
ま
で
四
日
間
と
期
間
も
少

し
延
び
て
き
た
。
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出
席
者
の
ほ
と
ん
ど
が
小
、

中
学
時
代

の
恩
師
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

親

子
、

祖
父
ほ
ど
の
年
の
差
も
離
れ
た
高

齢
教
育
者
ば
か
り
で
し
た
。

今
は
亡
き

本
多
市
長

・
吉
田
教
育
長
そ
れ
に
絵
画

協
会
の
水
谷

・
原
各
先
生
方
の
ほ
か
に

現
、

退
職
教
員
が
数
名
お
り
、

ま
さ
に

腰
が
抜
け
ん
ば
か
り
の
体
験
を
し
ま
し

た
。

未
だ
に
そ
の
日
の
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ

一
人
剣
道

の
指
導
を
し
た
こ
と
の
あ
る
知
人
の
写

真
家
藤
田
氏
が
い
た
こ
と
が
少
々
故
い

で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
時
の
内
容
は

一
切
覚
え
も
な
く
、

発
言
す
ら
私
の
記

憶
に
残

っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
る
で
職
員

室
に
呼
ば
れ
て
ジ

ロ
ジ

ロ
見
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、

自
己
紹
介
だ

け
を
済
ま
し
た
…
…
。
こ
れ
も
お
ぼ
ろ

げ
程
度
で
す
が
、

そ
の
中
に
あ

っ
て
い

っ
そ
う
三
曲
の
普
及
に
遺
進
す
べ
き
思

い
に
燃
え
た
も
の
で
す
。

当
時
の
私
は
体
育
指
導
員
や
ら
青
少

年
対
策
委
員
と
か
公
明
選
挙
推
進
委
員

と
か
、

あ
れ
こ
れ
兼
任
し
て
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
会
合
に
そ
れ
ぞ
れ
何
名
か

の
方

々
が
重
複
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ

た
た
め
、

見
覚
え
の
あ
る
方

々
が
い
つ

も

一
緒
で
し
た
が
、

場
馴
れ
て
い
た
は

ず
の
私
も
特
異
な
ム
ー
ド
に
、

未
だ
私

の
脳
裏
か
ら
当
時
の

「文
化
協
会
」
の

存
在
が
離
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
ろ

「市
民
の
文
化
向
上
」
と

か

「文
化
都
市
」
と
か
の
宣
言
を
す
る

な
ど
、

種

々
熱
心
に
討
議
し
た
も
の
で

す
。

今
思
う
に
、

市
当
局
が

コ調
布
町
」

と

「神
代
町
」
と
を
合
併
し
て

「調
布

市
」
と
な
っ
た
ば
か
り
で
、

町
民
か
ら

市
民

へ
の
意
識
の
向
上
を
図
る
に
知
識

人
た
ち
は
懸
命
だ

っ
た
感
じ
で
す
。

何

か
に
つ
け
三
鷹
市
や
武
蔵
野
市
を
意
識

し
て
の
発
言
、

背
伸
び
運
動
に
情
熱
を

燃
や
し

「東
洋
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
と
し

て
三
多
摩
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
べ
く
苦
心
惨
催
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
気
運
の
中
で
血
気
盛
ん
だ

っ
た

私
も
、

若
輩
な
が
ら
も
息
せ
き
切

っ
て

走
り
回

っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

歳
月

の
無
限
の
力
を
得
て
現
実
的
に
育
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
垣
間
見
る
と
、

真
の

文
化
の
偉
大
さ
と
す
ば
ら
し
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
、　

一
入
、

感
慨
を
覚
え
ず
に

居
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
ま
だ
ま
だ
文
化

道
の
極
地
は
は
る
か
彼
方
で
は
あ
り
ま

す
が
、

市
民
の
方

々
と
よ
り
広
く
輪
を

広
め
る
べ
く
、

共
に
力
を
携
え
て
喜
び

を
わ
か
ち
合

っ
て
行
き
た
い
と
念
じ
て

や
み
ま
せ
ん
。

昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
年
）

調
布
町
文
化
祭
か
ら
ず

っ
と
参
加
し
て
き
た
茶
華
道
部
は
、

こ

の
年

、

「
調

布
市
茶
華
道
連
盟
」
と
し
て
発
足
。

調
布
市

写
友
会

は
発
展
的

に
解
散

し

「調
布
市

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
」
と
改
称
し
た
。

な
お
後

に
「調
布
写
真
連
盟
」
と

な
る
。

第
九
回
文
化
祭
は
従
来

の
規
模
で
十

一
月

一
日
！
三
日
ま
で
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
が
、

展
示
部
門
だ
け
で
な
く
、

発
表
部
門

へ
の
期
待
も
高
ま

っ
て
き

た
。

昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
年
）

こ
の
年
は
調
布
市
制

一
〇
周
年

に
あ
た
り
、

文
化
祭
も

一
〇
年
目
。

文
化
祭

も
大
き
く
脱
皮
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

従
来

の
展
示
部
門

に
加
え
て
、

発
表

部
門
が
参
加
し
、

参
加
団
体
も
急
速

に
増
え
た
。

文
化
祭
が
大
き
く
変
わ

っ

た
年
で
も
あ

っ
た
。

参
加
団
体
は
次

の
と
お
り

こ
の
第
十
回
文
化
祭
は
調
布
市
教
育
委
員
会
と
調
布
市
文
化
会

の
主
催
と
な

っ
た
。

展
示
部
門
―
絵
画
協
会

・
美
術
会

・
茶
華
道
連
盟

・
祭
囃
子
保
存
会

・
盆
栽

趣
味

の
会

・
俳
句
連
盟

・
工
芸
染
色
皐
月
会

・
写
真
連
盟

・
書
道
部

の
九
団

体
。

発
表
部
門
―
三
曲
音
楽
連
盟

・
民
謡
舞
踊
好
友
会

，
ア

マ
チ

ュ
ア
囲
碁
連
盟

の
三
団
体
。

市
報
も

二
回

（四
〇

。
一
〇

・
一
）

（四
〇

・
一
一
・
五
）

に
わ
た

っ
て
、

文
化
祭
参
加
団
体
そ
の
作
品
募
集
及
び
関
係

の
記
事
を
掲
載
し
た
。

文
化
祭

の
基
盤
と
な

っ
て
い
た
調
布
市
文
化
会
も
、

こ
の
参
加
団
体

に
呼
び

か
け
、

従
来

の
絵
画

・
書
道

・
茶
華
道
部
か
ら
、

総
合
的
な
文
化
協
会

へ
発

展
さ
せ
る
べ
く
、

発
起
人
、

加
盟
団
体

の
代
表
者

の
会
合
を
開

い
た
。

文
化
祭

の
期
間
も
十
月

二
十
六
日
！
十

一
月
十
四
日
ま
で
二
〇
日
間

に
大
幅

に
延
長
さ
れ
、

大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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三
曲
協
会
と
は
何
の
曲
芸
を
す
る
か
ね
？

一

私
ど
も
三
曲
人
は
親
睦
と
研
究
、

そ
し
て
毎
日
の

練
磨
に
よ
り
、

皆
様

へ
の
邦
楽
の
奉
仕
を
念
願
と
し
、

当
市
教
育
委
員
会
の
ご
支
援
の
も
と
に
、

調
布
三
曲

協
会
を
創
り
ま
し
た

（初
代
会
長

・
故
磯
野
茶
山
氏
）。

日
本
の
伝
統
音
楽
を
現
代
に
正
し
く
継
承
し
、

広
く

一
般
市
民
に
理
解
と
普
及
を
求
め
て
、

市
内
に
在
住

・

在
勤
す
る
、

等
曲

・
三
絃

・
尺
人
の
各
界
の
専
門
家

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
も
と
に
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
三
曲
協
会
」
は
、

（尺
八
）
故
磯
野
茶
山

・
故

前
田
茶
青
、

（筆

・
三
絃
）
伊
東
弥
生

・
木
藤
き
み

子

（現
会
長
）

・
嶋
田
香
苗

（理
事
）
の
六
名
が
中

心
と
な

っ
て
結
成
が
準
備
さ
れ
、

六
か
月
後
に
第

一

回
演
奏
会
を
開
催
す
べ
く
、

何
回
と
な
く
会
合
を
重

ね
た
。
こ
と
に
伊
東
弥
生
女
史
の
情
熱
的
な
行
動
が

各
人
の
心
を
と
ら
え
、

各
方
面
の
協
力
を
も
得
て
、

ス
ム
ー
ス
に
結
成
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、

市
内
に
教
授
所
を
持
つ
各
流
各
派
の
師
匠
宅
に
趣
意

書
を
持

っ
て
、

入
会
を
要
請
し
ま
し
た
が
、

半
数
近

く
の
教
授
家
に
断
ら
れ
、
「門
外
不
出

の
た
め
」
と

の
理
由
で

一
蹴
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

創
立
に
あ
た
り
、

教
育
委
員
会
に
伊
東
弥
生

・
内
野

剣
山
が
趣
意
書
と
後
援
願
を
持
っ
て
訪
れ
た
と
こ
ろ
、

当
時
の
教
育
長
、

故
吉
田
亮
氏
に

「
三
曲
協
会
と
は

調

布

三

曲

協

会

何
の
曲
芸
を
す
る
の
か
ね
？
」
と
い
わ
れ
、

二
人
と

も
呆
然
と
な
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、

新
た
に
考
え

た
末
、

結
局

一
般
市
民
の
方

々
か
ら
も
同
様
な
誤
解

を
招
か
ぬ
た
め

「
三
曲
協
会
」
を
ご
一曲
音
楽
切
全台

と

歩音
楽
々
の
二
字
を
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
日
創
立
二
十
周
年
記
念

演
秦
会
を
機
に
、

再
び
当
初
結
成
時
の

コ
ニ
曲
協
会
」

と
呼
称
を
改
め
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

結

成
時
の
会
員
は
、

尺
八
三
名
、

等
山

一
一
名
の
合
計

一
四
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
は
二
六
名
と
約
二
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、

市
民
文
化
祭
に
参
加
し
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
、

邦
楽

（日
本
音
楽
）

を
有
志
に
よ
り
慰
問
演
秦
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、

こ
う
し
た
活
動
も
積
極
的
に
事
業
の

一
環
と
し
て
参

加
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

昭
和
四
十
年
十
月
二
十
六
日
、

市
制
施
行
十
周
年

記
念
文
化
祭
、

初
参
加
に
よ
る

「三
曲
音
楽
演
秦
全
台

を
開
催
、

以
来
、

今
日
ま
で
二
〇
年
間
に
わ
た
り
、

市
民
文
化
祭
参
加
に
積
極
的
に
協
力
し
、

演
奏
会
を

継
続
、

開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
年
の
十
二
月
、

市

民
文
化
祭
行
事
の

「反
省
会
兼
慰
労
会
」
に
初
代
会

長
磯
野
茶
山
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
役
内
野
剣
山
が
出
席

し
ま
し
た
。

昭
和
四
十

一
年
四
月
、

調
布
市
文
化
協
会
発
足
に

伴
い
、

当
協
会
も
即
日
入
会
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、

同
年
六
月
五
日
の
第
四
回

「調
布
三
曲
演
奏
会
」
に

は
、

市
教
育
委
員
会
と
市
文
化
協
会
と
が
後
援
と
な

り
ま
し
た
。

翌
年
第
五
回

「調
布
三
曲
演
秦
会
」
か

ら
、

そ
れ
ま
で
の
年
二
回
の
演
秦
会
を

「市
民
文
化

祭
参
加
演
奏
会
」
に
重
点
を
置
き
、

再
び
年

一
回
公

演
と
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、

聴
衆
は
延
数
に
し
て
会
員
お
よ
び
出

演
者
等
を
含
め
、

人
○
○
―

一
、

○
○
○
近
く
に
達

す
る
ほ
ど
、

年

々
、

盛
会

に
な
っ
て
来

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、

結

成
時
よ
り
五

年
に

一
度
ず

つ
公
民
館
お

よ
び
旧
市
長

室

。
新
福
祉

会
館
セ
ン
タ

ー
等
に
野
可

姿
見

・
禁
煙

灯

一
対

・
上

敷
ゴ
ザ
等
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

な
お
、

市
内
に
在
住

・
在
勤
者
の
方
で
、

三
曲
の

教
授
資
格
を
持
つ
市
民
の
方

々
に
は
、

入
会
さ
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

（内
野
剣
山
）




